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今
月
の
主
な
紙
面

●理事会　 1 面

●春の叙勲褒章　 2 面

●定期講習会場一覧　 5 面

●青年部活動報告　 8 面

新
年
度
事
業
方
針
な
ど
を
承
認

奈
良
県

工

組

自

慢

工

組

自

慢

　

奈
良
県
電
気
工
事
工
業
組
合
の
前
身
で
あ
り
ま
す
奈

良
県
電
気
工
事
工
業
協
同
組
合
の
設
立
は
、
全
国
的
に

見
て
も
非
常
に
古
く
昭
和
21
年
で
、
今
か
ら
74
年
前
に

な
り
ま
す
。
又
、
現
在
の
奈
良
県
電
気
工
事
工
業
組
合

は
設
立
が
昭
和
36
年
に
法
的
組
合
と
し
て
登
記
・
設
立

し
、
今
年
で
60
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
間
、
現
在
は
廃

校
と
な
っ
て
い
ま
す
が
「
電
気
工
事
士
養
成
学
校
」
も

昭
和
45
年
か
ら
平
成
19
年
迄
約
37
年
間
開
設
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
建
屋
は
今
も
健
在
で
、
組
合
員
さ
ん
の
技

能
関
係
の
講
習
等
に
活
用
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
で
は

少
人
数
組
合
で
は
あ
り
ま
す
が
、
前
記
の
と
お
り
と
て

も
歴
史
あ
る
組
合
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

奈
良
県
は
、地
形
的
に
中
心
部
以
北
に
市
街
が
偏
り
、

南
部
は
日
本
で
も
有
数
の
山
岳
地
で
多
く
の
村
が
点
在

し
て
い
ま
す
。
そ
の
関
係
上
、「
防
災
協
定
」
も
県
下

39
市
町
村
と
の
締
結
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
又
、
夏
期
に
毎
年
実
施
す
る
「
電
気
使
用
安
全
月

間
」
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
全
市
町
村
巡
回
も
北
部
は
1

日
で
回
れ
ま
す
が
、
南
部
は
2
班
に
別
れ
て
2
日
間
を

要
す
る
難
点
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
環
境
ゆ

え
、
特
に
山
間
部
で
電
気
工
事
業
を
さ
れ
て
い
る
老
齢

組
合
員
さ
ん
の
事
業
継
承
問
題
を
か
か
え
な
が
ら
、
組

合
員
増
強
施
策
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
組
合
員
減

少
に
歯
止
め
が
利
か
ず
、
組
合
存
続
の
危
機
さ
え
感
じ

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
日
本
電
気
工
事
業

工
業
組
合
連
合
会
の
提
唱
の
お
か
げ
で
、「
一
般
用
電

気
工
作
物
調
査
業
務
」
並
び
に
「
電
気
工
事
士
免
状
交

付
事
務
」
を
受
託
し
て
お
り
、
今
後

は
「
電
気
工
事
業
登
録
業
務
」
の
受

託
に
向
け
、
少
人
数
な
が
ら
も
勢
い

の
あ
る
組
合
と
し
て
組
合
員
一
同
力

を
注
い
で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

他
工
組
さ
ま
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
我
が

工
組
の
紹
介
と
致
し
ま
す
。

米沢 寛 会長

第
1
0
2
回　

通
常
総
会

組
合
員
の
み
で
開
催

　

当
連
合
会
は
、
6
月
30
日
（
水
）
に
東
京
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
で
開
催
を
予
定
し
て
い
る
「
第
1
0
2
回
通
常

総
会
」
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
関
係
団
体
お
よ
び
協
賛
メ
ー
カ
ー
各
社

の
健
康
・
安
全
面
を
考
慮
し
た
結
果
、
懇
親
会
を
中
止

し
、
組
合
員
の
総
会
の
み
を
実
施
す
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。

　

ご
出
席
を
予
定
さ
れ
て
い
た
皆
様
に
は
大
変
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
何
と
ぞ
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

通
常
総
会
提
出
議
案
な
ど
審
議

　

三
役
会
議
、
総
合
サ
ー
ビ

ス
取
締
役
会
、
理
事
会
が
5

月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　

三
役
会
議
で
は
、
通
常
総

会
な
ら
び
に
関
連
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
確
認
。
そ
の
後
、
理

事
会
提
出
議
案
の
審
議
と
総

会
後
の
日
程
調
整
を
行
っ
た
。

　

全
日
電
工
連
総
合
サ
ー
ビ

ス
取
締
役
会
で
は
、
2
0
2 

0
（
令
和
2
）
年
度
決
算
の

報
告
、2
0
2
1
（
令
和
3
）

年
度
事
業
計
画
案
、
任
期
満

了
に
伴
う
取
締
役
お
よ
び
監

査
役
選
任
に
つ
い
て
審
議
を

行
い
、
原
案
ど
お
り
に
承
認

さ
れ
た
。

　

理
事
会
は
、
6
月
に
開
催

さ
れ
る
第
1
0
2
回
通
常
総

会
の
議
案
審
議
、
委
員
会
所

管
別
の
重
点
事
項
や
継
続
審

議
の
報
告
と
検
討
を
中
心
に

行
っ
た
。

　

米
沢
会
長
は
、「
昨
年
度

は
、
技
能
競
技
全
国
大
会
が

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
を
せ

ざ
る
を
得
な
い
な
ど
事
業
が

順
調
に
推
移
し
な
い
こ
と
も

あ
る
中
で
、
全
日
電
工
連
が

将
来
に
向
け
て
取
り
組
む
べ

き
課
題
が
見
え
て
き
た
。
こ

れ
ら
の
課
題
を
具
現
化
す
る

仕
組
み
を
構
築
し
て
次
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
け
て

「
頼
ら
れ
る
組
織
と
し
て
さ

ら
に
社
会
的
な
存
在
価
値
を

高
め
て
い
く
よ
う
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
方

針
を
述
べ
た
。

　

初
め
に
2
0
2
0
（
令
和

2
）年
度
の
事
業
に
つ
い
て
、

継
続
事
業
の
振
興
・
深
耕
を

ベ
ー
ス
に
新
規
事
業
の
新
興

に
努
め
、
コ
ロ
ナ
禍
後
に
進

化
し
て
い
る
業
界
を
目
指
し

て
事
業
を
展
開
し
て
き
た
こ

と
を
報
告
し
た
。

　

続
い
て
2
0
2
1
（
令
和

3
）
年
度
の
新
規
事
業
案
を

審
議
。
人
材
確
保
・
育
成
事

業
や
働
き
方
改
革
、
組
織
強

化
対
策
な
ど
を
重
点
事
業
項

目
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

方
針
と
し
た
。
新
年
度
か
ら

の
組
織
体
制
案
に
つ
い
て
も

審
議
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
委
員
会
ご
と
に
継

続
事
業
の
再
確
認
と
、
2 

0 

2 

1
（
令
和
3
）
年
度
新
規

事
業
計
画
を
中
心
に
検
討
を

行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
通
常
総
会
関
連

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
と
当

日
の
議
案
を
審
議
。
全
日
電

工
連
・
全
日
電
工
連
総
合
サ

ー
ビ
ス
の
2
0
2
0
（
令
和

2
）
年
度
の
事
業
と
決
算
報

告
、
2
0
2
1
（
令
和
3
）

年
度
事
業
計
画
案
・
収
支
予

算
案
な
ど
を
審
議
し
て
い
ず

れ
も
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
他

の
総
会
提
出
議
案
も
全
て
承

認
さ
れ
た
。

　

全
国
青
年
部
協
議
会
は
、

2
0
2
0
（
令
和
2
）
年
度

事
業
報
告
と
2
0
2
1
（
令

和
3
）
年
度
事
業
計
画
案
を

報
告
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
青
年
部
活
動
が
停
滞
す
る

こ
と
な
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
等

Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
て
感
染

症
対
策
を
充
分
に
取
り
な
が

ら
、
活
動
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う

事
業
を
展
開
し
て
い
く
方
針

を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
第
34
回
電
気
工
事

業
全
国
大
会
関
連
事
項
、
春

の
叙
勲
等
受
章
者
、
第
一
種

電
気
工
事
士
定
期
講
習
の
オ

ン
ラ
イ
ン
実
施
状
況
、
第
三

者
損
害
賠
償
制
度
関
連
事

項
、
オ
ー
ト
リ
ー
ス
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
実
績
な
ど
が
報
告
さ

れ
た
。

理 事 会
理事会

総合サービス取締役会 三役会議
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業界の社会的地位向上と
経済的利益の増進をはかる

全日電工連政治連盟
素早い対応と行動する組織を目指す！！

委員会報告

☆総務・財政委員会（小野寺涼一委員長・5月10日）オンライン会議

● 全日電工連、全日電工連総合サービスの
2020（令和2）年度決算を報告・承認。
● 2021（令和3）年度事業計画案を審議。あわ
せて通常総会の関連スケジュールを確認。
● 委員会所管の推進チームについて検討。今年
度から新設組織として活動していく方針。
● 全国青年部協議会が2020（令和2）年度事業
報告、2021（令和3）年度事業計画案などの
報告を行った。

　

令
和
3
年
春
の
叙
勲
・
褒
章
受

章
者
が
発
表
さ
れ
、
全
日
電
工
連

関
係
者
か
ら
4
氏
が
受
章
し
た
。

　

伝
達
式
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に
鑑

み
、
人
数
規
模
な
ど
か
ら
み
て
、

感
染
防
止
の
徹
底
が
図
れ
な
い
こ

と
か
ら
中
止
さ
れ
た
。

黄 綬 褒 章黄 綬 褒 章
全
日
電
工
連
関
係
か
ら

　

　

　

4

氏

が

受

章

永
年
の
貢
献
を
称
え
る

令
和
3
年
春
の
栄
典

藍 綬 褒 章藍 綬 褒 章

重松和馬氏

＜黄綬褒章＞
福岡県電気工事業工業組合

重松和馬 副理事長

（重松電気工事株式会社＝代表取締役）

＜黄綬褒章＞
京都府電気工事工業組合

森川賢悟 副理事長

（森川電気工事＝代表）

森川賢悟氏

＜藍綬褒章＞
愛媛県電気工事工業組合

山本兼弘 元理事長

（有限会社山九電気工事＝代表取締役）

山本兼弘氏

＜藍綬褒章＞
神奈川県電気工事工業組合

青博孝 前理事長

（向栄電気工業株式会社＝代表取締役）

青  博孝氏

①
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
利
用
し
よ
う

　

全
日
電
工
連
は
、
女
性
が

輝
く
業
界
を
目
指
し
て
『
女

性
活
躍
推
進
事
業
』
を
展
開

し
て
い
る
。
意
欲
あ
る
女
性

の
活
躍
を
期
待
す
る
と
と
も

に
、
女
性
が
働
き
や
す
い
業

 電工組女性部設立状況・設立に向けた動向状況　　　　　　　　　　2021(R3)年5月末現在

設立済；計5電工組
茨城県：2007年2月設立、熊本県：2019年3月設立、京都府：2019年8月設立

沖縄県：2020年11月設立、岡山県：2020年12月設立

設立準備・状況

福井県 2021年6月2日に設立総会を実施する。

静岡県 2021年6月16日に発会式を実施する。

群馬県 未定　コロナ禍の一定の終息後、2022年度以降の設立を目指す。

大阪府 2022年度中予定　コロナ禍により、設立に向けた審議が中断している。

兵庫県 未定　2020年9月にアンケート調査、10月に座談会を実施。

鳥取県 未定　3月に「女性電気工事従事者交流会」をＺｏｏｍで実施。

山口県 未定　コロナ禍により、設立準備活動を一時休止。

高知県 未定　1月に設立に向けた座談会を開催。

宮崎県 2021～2022年度中予定　2021年度より本格的に設立準備を進めていく。

界
に
し
て
い

く
こ
と
は
、

現
場
の
環
境

や
仕
事
の
進

め
方
に
変
化

を
も
た
ら

し
、
男
女
問

わ
ず
誰
も
が

働
き
や
す
い

現
場
や
業
界

に
繋
が
る
。

　

や
り
が
い

の
あ
る
仕
事

や
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
と
個
々
の
生
活
を
両

立
で
き
る
業
界
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
で
、
電
気
工

事
業
が
性
別
・
世
代
を
問
わ

ず
魅
力
的
な
業
界
と
な
り
、

業
界
従
事
者
確
保
に
向
け
た

原
動
力
と
な
る
よ
う
な
好
循

環
を
業
界
全
体
で
生
み
出
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
『
女

性
活
躍
推
進
事
業
』
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
会
等
の
啓
発

活
動
実
施
推
進
か
ら
さ
ら
に

進
め
、
全
国
電
工
組
に
お
け

る
【
女
性
部
設
立
の
促
進
】

を
重
点
施
策
と
位
置
付
け
て

い
る
。

　

2
0
1
9
（
平
成
31
）
年

3
月
に
発
行
し
た
女
性
活
躍

推
進
に
向
け
た
知
見
拡
充
冊

子
『
女
性
活
躍
応
援
ブ
ッ

ク
』、
す
で
に
女
性
部
を
設

女
性
部
設
立
促
進
を

！！

立
し
た
電
工
組
の
情
報
、
全

国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
マ

ニ
ュ
ア
ル
、
電
工
組
青
年
部

の
設
立
・
運
営
状
況
等
を
元

に
電
工
組
の
実
情
も
加
味
し

た
『
電
工
組
女
性
部
設
立
に

向
け
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
を

発
刊
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
参

考
に
、
各
電
工
組
で
の
女
性

部
設
立
検
討
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

② 

女
性
活
躍
推
進
Ｐ
Ｒ
特
設

サ
イ
ト
開
設

　

全
日
電
工
連
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
に
女
性
活
躍
推
進

Ｐ
Ｒ
特
設
サ
イ
ト
を
開
設
し

た
。

　

サ
イ
ト
は
、
電
気
工
事
業

界
に
関
わ
る
職
種
と
ワ
ー
ク

ス
タ
イ
ル
の
紹
介
、
女
性
電

気
工
事
士
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
、
電
気
工
事
技
能
競
技
全

国
大
会
女
性
の
部
紹
介
な
ど

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

組
合
員
、
女
性
部
会
員
、

女
性
電
気
工
事
従
事
者
だ
け

で
な
く
、
一
般
の
就
職
・
転

職
活
動
中
の
女
性
を
対
象

に
、
電
気
工
事
業
界
で
活
躍

す
る
女
性
の
リ
ア
ル
な
姿
を

届
け
る
と
と
も
に
、
電
工
組

女
性
部
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

③ 

女
性
部
設
立
に
向
け
て
の

取
り
組
み
状
況

　

今
後
の
女
性
部
活
動
や
女

性
部
設
立
に
向
け
た
取
り
組

み
向
上
を
図
る
た
め
、
既
に

女
性
部
を
設
立
し
て
い
る
電

工
組
、
こ
れ
か
ら
女
性
部
設

立
を
検
討
し
て
い
る
電
工
組

を
対
象
に
、『
全
国
電
工
組

女
性
部
情
報
交
換
会
』
を
3

月
11
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
し
た
。

　

現
在
、
女
性
部
が
設
立
さ

れ
て
い
る
の
は
5
工
組
（
設

立
順
に
茨
城
県
・
熊
本
県
・

京
都
府
・
沖
縄
県
・
岡
山
県
）、

設
立
を
見
込
ん
で
い
る
工
組

は
9
工
組
だ
（
2
0
2
1
年

5
月
末
現
在
）。

　

2
0
2
2
年
を
目
途
に

『
全
国
女
性
部
連
絡
協
議
会
』

を
設
立
し
本
格
的
な
活
動
を

ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
だ
。
全

日
電
工
連
創
立
70
周
年
を
迎

え
る
2
0
2
8
年
を
目
途
に

さ
ら
な
る
電
工
組
女
性
部
設

立
が
な
さ
れ
た
上
で
『
全
国

女
性
部
協
議
会
』
へ
と
改
編

し
、
よ
り
一
層
の
組
合
内
外

で
の
女
性
活
躍
推
進
を
目
指

し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
く

方
針
だ
。

女性活躍推進特設サイト
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人
材
育
成
編
（
高
校
生
と
の
交
流
活
動
や
業
界
外
へ
の
ア
ピ
ー
ル
）

人
材
育
成
編
（
新
入
社
員
研
修
向
け
）

仕事に役立つ　全日電工連の発行教材仕事に役立つ　全日電工連の発行教材

経
営
革
新
編

電気工事業界を知ろう!!

▶A4 32ページ　▶2015年2月発行

主な内容

01.電気工事業界の実際

02.実際どのような建物を工事しているの?

03.電気工事会社の仕事内容って?

04.電気技術者はどのような仕事をしているの?

05.電気技術者のキャリアアップ

06.これからの電気工事業界

07.電気工事会社と電気工事組合という組織の関係

08.現場で働く電気技術者の紹介

　近年「電気工事業界理解促進交流事業」として工業高校等
の交流事業 ( 意見交換会 ) を実施していただいている中で、　
教育の現場が抱く当業界の疑問などに対して解決できる冊子
として発行しました。
　ものづくりに欠かせない電気工事技術者の確保、また国の
基幹インフラを担う業界としても、若年層人材育成に繋げる
べく業界理解促進交流事業の一層の拡大に務めます。

▶A4 64ページ
▶2018年4月発行

電気工事現場スタートブック

主な内容

第1章 建設現場で働くということ

第2章 現場の安全

第3章 現場で使う工具と材料

第4章 各種測定器の使い方

第5章 積算実務の基礎

　新入社員、非電気系入職者対象に、第２種
電気工事士資格を取得するまでの間で、現場
での補助作業ができる知識・技術の習得を目
的としてまとめております。
　新入社員教育の参考図書として活用いただ
ける内容としております。 ▶A4 64ページ

▶2016年2月発行

初心者研修冊子 電気工事へようこそ!

　入職された方に、社会人としてのマナーか
ら、現場のルールや電気工事の基礎知識が学
べる初心者研修向けの冊子となっています。

▶A4 28ページ
▶2019年10月発行

電気工事関連法成立の時代背景と

                         電気工事施工法の変遷

　電気工事士法・電気工事業法が制定された
時代背景をはじめ、制定に奔走された先達の
想いや熱い情熱など原点に返り、振り返るこ
とも今後の業界発展の糧になると考え発刊し
た冊子となります。▶A4 48ページ

▶2017年4月発行

雇用環境改善ガイドブック

主な内容

1.募集活動

2.面接•採用•雇用

3.定着化•育成

4.退職•高齢者の継続雇用

　組合員企業が担い手を雇用するにあたり、
求人や採用時に気を付けるべきこと、おさえ
てほしい内容を重点に、事例や最低限知って
おくべき事項が把握できる冊子となっていま
す。
　雇用環境の改善・整備の参考書としてお使
いください。

電工STYLE 業界魅力発信マガジン~Vol.1

VoL.1VoL.1
▶A4 32ページ（フルカラー）
▶2017年4月発行

　電気系教育・訓練機関の生徒、学生たちや
それ以外の生徒・学生にも業界の実態や魅力
を知ってもらいやすくするツールです。
　次世代を担う若手や女性工事士の方に焦点
をあてて、雑誌風に仕上げているので業界内
外に問わずアピールしやすい冊子です。

VoL.2VoL.2
▶A4 32ページ（フルカラー）
▶2018年4月発行

電工STYLE 業界魅力発信マガジン~Vol.2

主な内容

△日本のインフラを支える人々

△現場で活躍！電工女子

△電工作業着+α
△電工スイッチ

△腰道具で決める！電気工事士ザ•自慢の工具

△これからの電気工事

△昔の電気工事もすごかった

　電工STYLE Vol.1の続刊になります。Vol.1
では全般的な内容が中心でしたが、Vol.2 で
はインタビューや実際の活動事例など掘り下
げた内容となっております。工具や使用して
いる自慢の道具、電気工事士の先輩から一言
などを特集しています。

主な内容

1.電気工事業としてのみなさんの役割

2.社会人として、まず身に付けるべきこと

3.電気工事技術者の仕事とは

4.現場電気工事の基礎知識

5.施工管理の業務内容

6.電気工事の役割分担

7.電気工事業にかかわる関係法令・関連資格

主な内容

△電気工事屋さんの1日

△電工の腕の見せ所

△女子の力

△電工の最新技術と電気の未来

△電気工事技能競技全国大会

△青年部活動で業界をもりあげる

△電気工事業界を見る、読む

第1編 電気工事士法の成立

第2編 電気工事業法の成立

第3編 その他関連法規、基準などの変遷

第4編 電気設備関連規格と

　　　電気工事関連法施行令･施行規則の変遷

第5編 電気工事の施工法の変遷
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新 し い 形 で 運 動 へ の 取 り 組 み を新 し い 形 で 運 動 へ の 取 り 組 み を電気使用安全月間
　高温多湿のため感電や電気事故などが発生しやすい8月を電気使用安全月間と定め、毎年、関係団体が一体となり、電気の安全使用・
事故の未然防止を一般の方々に呼びかけています。
　昨年は新型コロナウイルスの影響により、各地でイベントなどが中止・延期になる中で感染拡大防止の対策を取りながら、例年とは異
なった形での活動が行われました。今年の活動も、開催場所や人数を制限して実施される可能性が大きいと思われます。
　そのような状況下で、工夫を重ねながら昨年度の電気使用安全月間運動を展開した工組を紹介します。業界とのふれあい事業も活用し
て、引き続き新型コロナウイルス感染拡大防止の対策を取りながら、今年の安全月間運動への取り組みをお願いします。

　

業
界
と
の
ふ
れ
あ
い
事
業
は
、2
0
1
7（
平

成
29
）
年
度
よ
り
電
気
使
用
安
全
月
間
期
間
に

限
ら
ず
、
通
年
で
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
全
国
各
地
で
子
供
向
け
の
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
子
供
の
時
か
ら

電
気
工
事
業
界
に
ふ
れ
あ
っ
て
も
ら
う
こ
と
で

興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
将
来
の
業
界
の
担
い

手
づ
く
り
の
第
一
歩
と
な
る
こ
と
を
趣
旨
と
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
4（
平
成
26
）年
度
に
発
行
し
た『
子

供
向
け
イ
ベ
ン
ト
冊
子
』
も
参
考
に
、
イ
ベ
ン

ト
内
容
を
検
討
し
て
推
進
を
お
願
い
し
ま
す
。

★ 

通
年
で
利
用
で
き
る
全
日
電
工
連
提
案
工
作

キ
ッ
ト
（
2
種
）

① 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
親
子
工
作
教
室　

〜
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ

（
ゆ
め
い
ろ
ら
ん
ぷ
）
〜

・
対
象
：
小
学
校
低
学
年
〜
高
学
年

・ 

光
を
通
す
透
明
素
材
を
使
っ
た
ラ
ン
プ
シ
ェ

ー
ド
と
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
台
紙
で
取
っ
手
の
つ

い
た
個
性
あ
ふ
れ
る
ラ
ン
プ
を
作
成

②
ラ
イ
ト
＆
電
流
テ
ス
タ
ー

・
対
象
：
小
学
校
低
学
年

・ 

工
作
に
要
す
る
時
間
は
30
分
前
後
。
簡
単
な

配
線
を
含
む
組
み
立
て
式
で
、
組
み
立
て
な

が
ら
テ
ス
タ
ー
と
し
て
実
験
を
行
え
る
。

『
業
界
と
の
ふ
れ
あ
い
事
業
』

2021(令和3)年度　子供向けイベント推進

大
阪
府
電
気
工
事
工
業
組
合

　

電
気
使
用
安
全
月
間
期
間
中

に
夏
休
み
子
ど
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
工
作

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
か
ら
、
参
加

し
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
に
負

担
が
か
か
ら
な
い
方
法
を
模

索
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利
用
し
て
開

催
し
ま
し
た
。

　

技
術
会
館
5
階
会
議
室
を
配

信
ス
タ
ジ
オ
と
し
て
、
子
ど
も

た
ち
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
配
信
で
参

加
。
ま
た
、
学
校
の
夏
休
み
も

不
定
で
あ
り
、
参
加
で
き
な
い

子
供
た
ち
の
た
め
に
、
会
員
限

定
の
Y
o
u 

T
u
b
e
も
配

信
し
ま
し
た
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
を
実
施

Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
を
実
施

長
野
県
電
気
工
事
業
工
業
組
合

　

応
募
者
に
抽
選
で
材
料
を
事

前
発
送
し
て
、
工
作
教
室
は
期

間
を
設
け
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
動
画
配
信

を
行
い
ま
し
た
。

　

W
E
B
配
信
の
形
式
で
は
業

界
Ｐ
Ｒ
効
果
に
疑
問
の
声
も
あ

り
ま
し
た
が
、
継
続
す
る
こ
と

で
少
し
ず
つ
で
も
業
界
認
知
に

つ
な
が
る
活
動
と
考
え
実
施
し

ま
し
た
。

　

配
信
動
画
の
時
間
に
制
限
が

あ
る
た
め
業
界
Ｐ
Ｒ
の
時
間
が

取
れ
ず
、
業
界
認
知
の
効
果
が

少
な
く
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
今
後
は
感
染
対
策
を
取
り

な
が
ら
対
面
で
の
工
作
教
室
が

開
催
で
き
る
よ
う
、
進
行
等
を

工
夫
し
て
実
施
計
画
を
し
て
い

く
方
針
で
す
。

Web配信での工作教室（上・大阪、下・長野）

大
阪
府
電
気
工
事
工
業
組
合

　

東
大
阪
・
八
尾
市
を
受
信
エ

リ
ア
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ

М
局
「
Ｆ
М
ち
ゃ
お
」
制
作
番

組
で
『
電
気
の
安
全
な
使
い
方

と
節
電
に
つ
い
て
』
ア
ド
バ
イ

ス
ト
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

商
店
街
、
駅
前
で
の
Ｐ
Ｒ
活

動
が
制
限
さ
れ
、
地
元
自
治
会

に
対
し
て
回
覧
板
等
を
通
じ
た

マ
ス
コ
ミ
で
広
く
Ｐ
Ｒ

マ
ス
コ
ミ
で
広
く
Ｐ
Ｒ

Ｐ
Ｒ
活
動
を
模
索
す
る
中
、
地

元
Ｆ
М
局
「
Ｆ
М
ち
ゃ
お
」
か

ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
制

作
番
組
へ
の
出
演
Ｐ
Ｒ
が
実
現

し
ま
し
た
。

栃
木
県
電
気
工
事
業
工
業
組
合

　

例
年
、
高
齢
者
住
宅
を
対
象

に
電
気
の
無
料
配
線

診
断
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
感

染
防
止
対
策
の
観
点

か
ら
昨
年
度
は
中
止
す
る
こ
と

を
決
定
。
市
・
町
の
広
報
誌
に

掲
載
を
依
頼
す
る
こ
と
で
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
啓
発
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

広
報
誌
の
掲
載
時
期
を
事
前

に
確
認
し
て
、
電
気
使
用
安
全

月
間
期
間
に
合
わ
せ
て
適
切
な

時
期
に
掲
載
し
て
も
ら
え
る
よ

う
手
配
し
ま
し
た
。

広報誌でＰＲ（栃木）

ＦＭ局でアドバイス（大阪）

全
日
電
工
連
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　新型コロナウイルス感染拡大防止の観点により、定期講習が
中止・延期となる可能性がございます。
　中止・延期が決定した場合は（一財）電気工事技術講習セン
ターのホームページに掲載致します。

第一種電気工事士定期講習     
―――――　( 指 定 講 習 機 関 第 1 号 ）　―――――

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

東
北 岩手 9月 3日 金 112101 

いわて県民情報交流センター
（アイーナ） 8階 会議室804

岩手県電気工事業工業組合
℡019-656-3255

関
東 千葉 9月10日 金 125105 千葉県電工会館 3 階 講習室

千葉県電気工事工業組合
℡043-224-6086

近
畿 大阪

9月10日 金 153107 

大阪府電気工事技術会館
大阪府電気工事工業組合
℡06-6371-6147

9 月22日 水 153106

9 月30日 木 153108

2021年9月

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

札幌 7月 1日 木 103101 北海道電気会館 6 階

北海道電気工事業工業組合
℡011-261-0420

北見 7月15日 木 105101 北見市民会館 小ホール

釧路 7月28日 水 101101 
釧路市生涯学習センター
2階

東
北

宮城 7月13日 火 113101 東京エレクトロンホール宮城
宮城県電気工事工業組合
℡022-221-2676

山形 7月16日 金 115101 山形ビッグウイング
山形県電気工事工業組合
℡023-633-0161

福島 7月 6日 火 116102 いわき新舞子ハイツ
福島県電気工事工業組合
℡024-535-0477

関
東

千葉
7月 8日 木 125101 

千葉県電工会館 3 階 講習室
千葉県電気工事工業組合
℡043-224-60867 月20日 火 125103 

神奈川 7 月22日 木 127105 神奈川県電気工事会館
神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-4671

山梨 7月27日 火 128102 山梨県電気会館 2 階
山梨県電気工事工業組合
℡055-222-5711

中
部

岐阜
7月 1日 木 132102 

ワークプラザ岐阜
岐阜県電気工事業工業組合
℡058-263-22077 月19日 月 132103 

静岡東 7 月19日 月 133102 沼津労政会館 3 階
静岡県東部電気工事協同組合
℡055-922-1433

北
陸 石川 7月 1日 木 142102 

七尾サンライフプラザ
2階 視聴覚室

石川県電気工事工業組合
℡076-269-7880

近
畿

京都 7月 6日 火 152103 
京都テルサ東館
3階 大会議室

京都府電気工事工業組合
℡075-672-4311

大阪
7月 9日 金 153104 

大阪府電気工事技術会館
大阪府電気工事工業組合
℡06-6371-61477 月20日 火 153105 

兵庫 7月 2日 金 154103 兵庫県電気工事技術会館
兵庫県電気工事工業組合
℡078-671-3903

九
州

福岡
7月 7日 水 181103 

福岡商工会議所
福岡県電気工事業工業組合
℡092-523-77477 月12日 月 181102 

佐賀 7月 6日 火 182101 
佐賀市文化会館
1 F イベントホール

佐賀県電気工事業工業組合
℡0952-31-2030

宮崎 7 月30日 金 186101 
延岡市職業訓練支援センター
301大研修室

宮崎県電気工事業工業組合
℡0985-24-7388

2021年7月

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

満 席

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

東
北

青森 10月21日 木 111102 
青森県労働福祉会館(ハート
ピアローフク) 4 階 大会議室

青森県電気工事業工業組合
℡017-773-1935

新潟 10月 7 日 木 117101 
燕三条地場産業振興センター
メッセピア 5 階 総合研修室

新潟県電気工事工業組合
℡025-229-1587

関
東 東京 10月 6 日 水 126104 全国家電会館 5 階

東京都電気工事工業組合
℡03-3542-7301

近
畿 京都 10月28日 木 152104 

京都テルサ東館
3階 大会議室

京都府電気工事工業組合
℡075-672-4311

中
国

島根 10月14日 木 162103 
くにびきメッセ
（島根産業交流会館）

島根県電気工事工業組合
℡0852-21-7433

広島 10月 1 日 金 164101 
広島県情報プラザ
多目的ホール

広島県電気工事工業組合
℡082-241-1731

九
州 熊本 10月22日 金 184101 熊本県青年会館

熊本県電気工事業工業組合
℡096-382-2171

2021年10月

2021年 7 月～2021年10月
所属工組の講習を受講しよう！

① 登録のお願い 

講習センターに登録→受講期限を超えないように、みなさまの受講時

期に「講習のご案内」をいたします。

② 受講のお願い

講習センターからの「講習のご案内」により各工業組合または所属工

組実施の講習を受講していただきますようお願いいたします。

（受付期間は、各講習日の2週間前までです）

※ 全日電工連と都道府県電工組は、指定講習機関第1号　講習センターの

実施協力団体として第一種電気工事士定期講習を実施しております。
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地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

東
北

青森 8月24日 火 111101 
青森県労働福祉会館
(ハートピアローフク)

青森県電気工事業工業組合
℡017-773-1935

山形 8月25日 水 115102 いろり火の里 なの花ホール
山形県電気工事工業組合
℡023-633-0161

関
東

千葉 8月17日 火 125104 千葉県電工会館 3 階 講習室
千葉県電気工事工業組合
℡043-224-6086

神奈川
8 月 3 日 火 127106

神奈川県電気工事会館
神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-46718 月 4 日 水 127107

四
国 徳島 8月27日 金 171101 

徳島県JA会館
別館 2 階 大ホール

徳島県電気工事業工業組合
℡088-622-7377

九
州

佐賀 8月19日 木 182102 
佐賀市文化会館
1 F イベントホール

佐賀県電気工事業工業組合
℡0952-31-2030

長崎 8 月27日 金 183102 長崎県勤労福祉会館
長崎県電気工事業工業組合
℡095-862-1975

2021年8月

満 席



第626号 2021年（令和3年）6月1日全 日 電 工 連 （6）

105-0014 2-9-11 1F TEL:03 5232 5867 FAX:03 5442 2758

㈱ ア イ チ コ ー ポ レ ー シ ョ ン
ア イ ト ス ㈱
ア イ ホ ン ㈱
ア サ ダ ㈱
因 幡 電 機 産 業 ㈱
㈱ 遠 藤 照 明
大 川 被 服 ㈱
河 村 電 器 産 業 ㈱
共 立 電 気 計 器 ㈱
㈱ シ ー エ ス エ ー
㈱ シ ス テ ム ズ ナ カ シ マ
㈱ ダ イ テ ッ ク
大 光 電 機 ㈱
タ キ ゲ ン 製 造 ㈱
Ｄ Ｘ ア ン テ ナ ㈱

テ ン パ ー ル 工 業 ㈱
東 芝 ラ イ テ ッ ク ㈱
㈱ 戸 上 電 機 製 作 所
内 外 電 機 ㈱
㈱ 西 田 製 作 所
ニ チ コ ン ㈱
㈱ ニ チ フ
日 東 工 業 ㈱
日 本 電 機 産 業 ㈱
ネ グ ロ ス 電 工 ㈱
パナソニック㈱ライフソリューションズ社
日 置 電 機 ㈱
㈱ ホ タ ル ク ス
マ サ ル 工 業 ㈱
マ ス プ ロ 電 工 ㈱

三 菱 電 機 ㈱

ミ ツ ワ 電 機 ㈱

ワ ゴ ジ ャ パ ン ㈱

㈱ ア サ ヒ プ リ ン テ ィ ン グ

全日本電設資材卸業協同組合連合会

（一社）全国設備業ＩＴ推進会

オ リ ッ ク ス 自 動 車 ㈱

㈱ り そ な 銀 行

損 害 保 険 ジ ャ パ ン ㈱

住 友 生 命 保 険　(相)

大 樹 生 命 保 険 ㈱

㈱ 葉 山 総 合 研 究 所

㈱ 全 日 出 版 社

㈱ 全 日 電 工 連 総 合 サ ー ビ ス

全 日 電 工 連 協 賛 会 社

優良製品・商品をご使用下さい！

協賛会社商品紹介§ § § §



第626号 2021年（令和3年）6月1日全 日 電 工 連（7）

弔慰金　▶病死・その他
【北海道】 白老郡 ㈱谷野電設 谷野正明様 55
【北海道】 札幌市 菱照エンジニアリング㈱ 青柳貴志様 46
【北海道】 江別市 ㈲白旗電機商会 白旗隆夫様 68
【岩手】 久慈市 ㈱新田電気 新田倫久様 79
【宮城】 東松島市 及川電気工業 及川和昭様 69
【山形】 酒田市 ㈲日出輝無線サービス 上林英樹様 79
【新潟】 新潟市 ㈱越後電設 稲垣秋男様 73
【福井】 福井市 嶋田電機 嶋田一英様 72
【茨城】 桜川市 宮本電業㈱ 宮本信男様 82
【栃木】 下野市 ㈲ツルミ電気 鶴見喜重様 68
【愛知】 春日井市 国栄電気設備工事㈱ 永井彰様 53
【愛知】 名古屋市 ㈲内藤電気商会 内藤恒朗様 62
【岐阜】 揖斐郡 ㈲粕川電気 藤原俊博様 72
【三重】 松阪市 ヤマト電気商会 北出勝郎様 66
【和歌山】 有田郡 九鬼電気 九鬼俊司様 71
【広島】 広島市 ㈱宮下電工 宮下進様 76
【山口】 下関市 ㈲ナカノ電設 中野泰秀様 60
【愛媛】 大洲市 三瀬電機商会 三瀬次男様 71
【福岡】 福岡市 ㈱リノプロテック 米満覚様 67
【佐賀】 三養基郡 中山電気 中山朴様 89
【大分】 阿蘇郡 佐藤電気工事店 佐藤久光様 86
【宮崎】 児湯郡 ㈲永友電設 永友浩様 63

見舞金

【山梨】 笛吹市 丹澤電気 丹澤博様 入院見舞
【大阪】 岸和田市 ㈱藤原電機商会 藤原幸男様 入院見舞
【和歌山】 田辺市 ㈲福原電工 福原祐一郎様 入院見舞

注①：一般用電気工作物定期調査業務は下表から除く　注②：受託事業等は2020年4月末現在の情報

ブロック名 受託事業名 ブロック名 受託事業名

北海道

配電引込線工事に関する契約

中　部
調査業務以外は、組合での受託ではなく、株
式会社で中部電力と契約を締結のうえ受託実
施している

取引用計測器工事請負契約

計測器受払い業務委託

お客さま電気設備保安コンサルティング業務

関　西

一般用電気工作物調査業務以外の受託はなし

東　北

長期全廃解消業務 2020年10月より一部の工組にて「高圧引込開
閉器操作」業務開始

※今後、ブロック内の他の工組に受託拡大が予想される
低圧以下引込線委託工事

低圧以下引込線張替工事

電力量計のスマートメーターへの取替工事

中　国

引込線・計器工事業務

北　陸

電力計器取次業務 定期計器取替業務

配電工事全般 引込線・計器施設状況点検業務(定期調査業務
同調）竣工検査業務

お客さま不良設備改修促進業務
四　国

電力引込線・計器の請負工事

関　東
異動作業業務 低圧（新設・増設）引込線・計器工事業務

（2021年6月20日受託業務終了） 九　州 申込入力センター運用業務

　

2
0
1
3
年
を
第
1
弾
と

し
た
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の

第
3
弾
「
発
送
電
の
法
的
分

離
」
が
2
0
2
0
年
4
月
に

施
行
さ
れ
た
。

　

各
電
力
会
社
は
既
に
ガ
バ

ナ
ン
ス
体
制
強
化
、
組
織
体

制
な
ど
を
確
立
し
て
お
り
、

業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

が
一
層
加
速

さ
れ
て
い
る
。

　

電
力
会
社

の
実
態
を
踏

ま
え
て
、
組

合
の
組
織
体

制
の
あ
り

方
、
電
力
会

社
と
の
協
調

等
に
つ
い
て

協
議
を
進
め

て
お
り
、
同

時
に
電
力
会

社
の
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ

業
務
に
備
え

た
体
制
づ
く

り
も
行
っ
て

い
る
。

　

今
後
の
展

開
に
つ
い
て

検
討
し
て
い

く
に
あ
た

り
、
現
在
の

受
託
業
務
の

一
部
を
紹
介

す
る
。

一
般
送
配
電
事
業
者
と
の
主
な
受
託
業
務

さらなる連携強化を進めるさらなる連携強化を進める

　

夏
季
を
中
心
に
職
場
に
お

い
て
も
熱
中
症
が
発
生
し
て

い
る
。
重
篤
化
し
て
死
亡
に

至
る
事
例
も
跡
を
絶
た
な
い

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
業

界
、
事
業
場
ご
と
に
、
熱
中

症
予
防
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

業
種
別
に
み
る
と
、
死
傷

者
数
は
、建
設
業
2
1
5
件
、

製
造
業
1
9
9
件
と
な
っ
て

お
り
、
全
体
の
4
割
以
上
が

こ
れ
ら
2
つ
の
業
種
で
発
生

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
死
亡
者
は
、「
休

ま
せ
て
様
子
を
見
て
い
た
と

こ
ろ
容
態
が
急
変
し
た
」、

「
倒
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
発

見
さ
れ
た
」
な
ど
、
管
理
が

適
切
に
な
さ
れ
て
お
ら
ず
被

災
者
の
救
急
搬
送
が
遅
れ
た

事
例
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
厚
生
労
働
省

は
、「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
熱
中
症 

ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
通
じ
、
す
べ
て
の
職

場
に
お
い
て
、
基
本
的
な
熱

中
症
予
防
対
策
を
講
ず
る
よ

う
広
く
呼
び
か
け
て
、
重
点

的
な
対
策
の
徹
底
を
図
る
よ

う
呼
び
か
け
て
い
る
。

・
期
間　

令
和
3
年
5
月
1

日
〜
9
月
30
日

・
重
点
取
組
期
間　

令
和
3

年
7
月

※
参
考　

令
和
2
年
・
職
場

に
お
け
る
熱
中
症
に
よ
る
死

傷
者
数
の
状
況
（
2
0
1
1

〜
2
0
2
0
年
）

　

職
場
で
の
熱
中
症
に
よ
る

死
亡
者
及
び
休
業
4
日
以
上

の
業
務
上
疾
病
者
の
数
（
以

下
合
わ
せ
て
「
死
傷
者
数
」

と
い
う
。）
は
、
令
和
2
年

（
2
0
2
0
年
）
に
9
5
9

人
と
な
っ
た
。
う
ち
死
亡
者

数
は
22
人
と
な
っ
て
い
る
。

記
録
的
な
猛
暑
と
な
っ
た

2
0
1
8
年
と
比
べ
、
死
傷

者
数
、
死
亡
者
数
と
も
減
少

と
な
っ
た
も
の
の
、
死
傷
者

数
に
つ
い
て
は
、
2
0
1
9

年
を
上
回
っ
た
。
過
去
10
年

間
（
2
0
1
1
〜
2
0
2
0

年
）の
発
生
状
況
を
み
る
と
、

年
平
均
で
死
傷
者
数
6
2
5

人
、
死
亡
者
数
21
人
と
な
っ

て
お
り
、
直
近
3
か
年
に
お

け
る
死
傷
者
数
は
、
過
去
10

年
間
の
47
・
4
％
を
占
め
て

い
た
。

熱
中
症
の
予
防
と
対
策
の
徹
底
を
「「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
熱
中
症  

ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

クク
ーー
ルル
ワ
ーー
クク
キキ
ャャ
ン
ペペ
ー
ンン
」

厚
労
省

＜厚生労働省ＨＰより＞



第626号 2021年（令和3年）6月1日全 日 電 工 連 （8）

全九州電気工事業協会青年部協議会 活動報告活動報告

　

近
年
、
電
気
工
事
業
界
で
は
、
慢
性
的

な
人
手
不
足
、
担
い
手
不
足
に
悩
ま
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
課
題
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
電

気
系
教
育
・
訓
練
機
関
等
へ
の
交
流
事
業

を
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
電
気
工
事
業
界
を
世
間
一
般
の

幅
広
い
方
々
よ
り
認
知
し
て
い
た
だ
く
こ

と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
Ｐ
Ｒ
動
画
を
2
年
間
で
2
本
製
作
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
他
で
活
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

動
画
①
【
電
気
工
事
業
界
の
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
の
払
拭
と
、
活
性
化
に
む
け
て
〜

女
性
活
躍
推
進
と
共
に
〜
】

　

電
気
工
事
業
界
の
雇
用
環
境
、
労
働
環

境
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
、
具
体
的
な
仕

事
内
容
の
周
知
不
足
な
ど
の
払
拭
を
目
指

し
て
制
作
し
ま
し
た
。

　

電
気
工
事
を
全
く
知
ら
な
い
女
性
に
分

か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、

電
気
工
事
業
界
の
間
口
を
広
げ
、
業
界
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

高
所
作
業
車
へ
の
乗
車
、
太
陽
光
発
電

の
保
守
や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
設
計
等
の

電
気
工
事
の
仕
事
な
ど
を
女
性
に
体
験
し

て
い
た
だ
い
た
様
子
を
収
録
。
電
気
工
事

の
仕
事
の
認
知
度
を
高
め
る
だ
け
で
は
な

く
、
女
性
の
業
界
入
職
も
ア
ピ
ー
ル
す
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

動
画
②
【
今
こ
そ
大
注
目
の
就
職
先
！
新

潟
県
電
気
工
事
工
業
組
合
13
支
部
紹
介
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
伴

い
、
東
京
一
極
集
中
の
流
れ
が
見
直
さ
れ

つ
つ
あ
る
中
で
、
多
く
の
県
内
就
職
者
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
県
内
就
職
者
に
広
く

ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
各
支
部
・
地
域
の

特
色
等
を
紹
介
す
る
動
画
を
制
作
し
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
各
支
部
で
地
域
に
合
わ
せ
た

Ｐ
Ｒ
動
画
を
制
作
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
約
30
分
の
動
画
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
短
時
間
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
る

よ
う
、
短
く
ま
と
め
た
5
分
版
の
動
画
も

そ
れ
ぞ
れ
制
作
し
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｒ
動
画
を
各
地
で
披
露
す
る
こ
と
が

出
来
れ
ば
、
我
々
の
抱
え
る
問
題
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
、
広
く
業
界
を
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

電
気
工
事
業
界
は
女
性
が
活
躍
で
き
る

業
界
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
女
性
に
も
っ

と
ス
ポ
ッ
ト
を
合
わ
せ
女
性
の
電
気
工
事

士
を
育
成
で
き
る
環
境
な
ど
を
作
っ
て
い

け
る
取
り
組
み
を
構
築
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

Ｐ
Ｒ
動
画
制
作

新
潟
県
電
工
組
青
年
部

第
4
回　

全
国
青
年
部
会
員
大
会　

優
良
活
動
発
表
会

優
秀
賞

シリーズ 2

熊
本
県
工
組
青
年
部

熊
本
県
工
組
青
年
部

岩
崎
勤
会
長

　

昨
年
の
11
月
、
児
童

福
祉
施
設
へ
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
設
営
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し

た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期

に
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

の
た
め
に
設
営
を
行

い
、
社
会
貢
献
活
動
を

行
う
こ
と
で
関
係
各
所

へ
業
界
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
が
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
メ

イ
ン
が
屋
外
作
業
で
あ

る
の
で
是
非
お
願
い
し

た
い
と
施
設
側
か
ら
前

向
き
な
お
話
を
頂
き
、

実
施
に
い
た
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
騒
が
れ
は
じ
め
て
1
年
数
カ
月

が
過
ぎ
ま
し
た
。
当
初
は
す
べ
て
が
手
探
り
状
態
で
何

を
し
て
は
い
け
な
い
か
さ
え
わ
か
ら
な
い
状
況
で
し

た
。
し
か
し
、
時
が
た
つ
に
つ
れ
て
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か

で
も
出
来
る
こ
と
や
、
や
る
べ
き
こ
と
が
見
え
て
き
ま

し
た
。

　

今
回
は
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
青
年

部
と
し
て
取
組
め
る
こ
と
を
や
っ
て
い
こ
う
と
工
夫
を

し
て
活
動
を
し
て
き
た
事
例
を
い
く
つ
か
紹
介
い
た
し

ま
す
。

　

何
も
で
き
な
い
で
は
な
く
何
が
で
き
る
か
を
考
え
行

動
す
る
気
持
ち
が
表
れ
る
青
年
部
ら
し
い
事
業
で
す
。

こ
れ
か
ら
先
す
べ
て
が
元
通
り
と
な
る
と
き
が
す
ぐ
や

っ
て
く
る
と
は
思
え
な
い
状
況
の
な
か
で
も
、
青
年
部

活
動
を
止
め
る
こ
と
な
く
過
去
の
事
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
さ
ら
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
業
界
の
魅
力
ア

ッ
プ
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

全九州電気工事業協会
青年部協議会
会長 堤 雄亮

宮
崎
県
工
組
青
年
部

宮
崎
県
工
組
青
年
部

横
山
義
和
会
長

　

昨
年
の
10
月
に
日
本
赤
十

字
社
へ
青
年
部
と
し
て
献
血

の
協
力
を
行

い
ま
し
た
。

　

例
年
10
月

か
ら
4
月
中

旬
ま
で
が
血

液
の
不
足
時

期
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
拡
大

し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
さ

ら
に
血
液
が

不
足
し
て
い
た
た
め
、
多
く

の
青
年
部
員
が
献
血
を
お
こ

な
っ
た
こ
と
で
社
会
貢
献
と

な
り
業
界
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

沖
縄
県
工
組
青
年
部

沖
縄
県
工
組
青
年
部

儀
間
真
之
介
会
長

　

今
年
の
2
月
に
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
を
開
催
す
る
基
礎
知

識
・
体
験
セ
ミ
ナ
ー
（
Z
ｏ

ｏ
ｍ
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

団
体
や
他
社
が
準
備
し
た

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に
参
加
す

る
だ
け
で
な
く
、
自

社
で
オ
ン
ラ
イ
ン
を

活
用
す
る
こ
と
で
作

業
効
率
化
を
目
指
す

目
的
で
行
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
急
速

に
進
ん
だ
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
に
つ
い
て
普

段
慣
れ
て
い
な
い
メ

ン
バ
ー
に
も
学
ん
で

も
ら
う
こ
と
で
、
業

界
内
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
に
も
抵
抗
が
な
く
な
る
こ

と
に
期
待
が
持
て
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
よ
う
な
取
組
を
積

極
的
に
行
う
こ
と
で
、
仕
事

の
効
率
化
を
率
先
し
て
行
っ

て
い
く
業
界
と
い
う
目
で
外

部
か
ら
見
て
も
ら
え
、
結
果

と
し
て
業
界
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。


